
第2回で議論

①計画の目的
• 本厚木駅周辺をより居心地が良く、歩いて楽しい場
へと転換し、本市の中心地としてのにぎわいや魅力、
エリア価値の向上

• まちづくりの担い手（住民や民間事業者など）主導
による厚木らしいまちの形成 など

②計画期間
上位計画等と
整合性を図り設定する。

③対象区域
都市再生緊急整備地域
(約20ha）を基本とする。

（仮称）本厚木駅周辺歩いて楽しいまちづくり推進計画の策定イメージ（仮称）本厚木駅周辺歩いて楽しいまちづくり推進計画の策定イメージ

まちは“つくる”から“育む”・“使う”時代へ

まちの課題や潜在力（厚木らしさ）を示す。
〔例〕土地利用、交通、都市環境、消費動向など

ヒトのつながりも大切に。
・中心市街地大規模小売店舗・商店会ネットワーク連絡協議会
・まちなか活性化プロジェクト
・本厚木駅前東口地下道活性化実行委員会 など

方針p4

方針p10～11

方針p11

方針p11

目的１ まちのポテンシャル２

目指すまちの姿３

①実施体制
誰が何をするのか。
〔例〕役割分担、連携体制など

②ロードマップ
誰がいつ何をするのか。

③目標値
まちづくりの達成状況。

方針p10

方針p11

方針p11

新たな拠点施設の整備が動き出しつつあるエリアを中心に、
より具体的なまちづくりの考え方を示す。
〔例〕広場、歩道、休憩施設、エリアマネジメントなど

方針p3重点プログラム４ 計画の運用５

第3回で議論

社会状況やポテンシャル等を踏まえて、計画の対象区域全体で目指す
まちの姿を設定する。
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計画の実効性を確保するため、まちづくりの担い手同士で共有する。

※本資料は「(仮称)本厚木駅周辺歩いて楽しいまちづくり推進計画策定方針（R3.6）」を踏まえて作成したものであり、今後推進会議の意見等を踏まえて検討を深度化させます。

資料４



他都市事例紹介： 世界遺産姫路城に対面する駅前広場とトランジットモールの実現
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構想段階 可能性探索段階 方針策定段階 レイアウト
検討段階

細部決定段階
大手前通り／
デッキ

細部決定段階
サンクン／地下空
間

実施／活用／運用段階

★
姫路駅北にぎわい
交流広場条例施行

2006 2007 2010 2011 2008 2009 2012 2013 2016 2017 2014 2015 2019 2020 2018 2021 

社会実験：
トランジットモール

社会実験：
にぎわい創出社会実験

北口駅前広場

大手前通り

その他

★
大手前通り
北工区竣工

★
姫路駅北
駅前広場

竣工

★
ウォーカブル
推進計画策定

実施設計完了
★

大手前通り
南工区竣工

大手前通り再整備
検討懇話会を組織基礎調査

大手前パレード実施

駅前広場
都市計画変更

北駅前広場
計画素案策定

★「姫路駅北駅前広場整備推進会議」開催

市民フォーラム・シャレット開催
専門家会議・市民WS開催

1988
姫路駅周辺地区
総合整備計画発表

市民参加による検討プロセス

2009.04  第1回市民フォーラム
NPO法人主催により、地域の関連団体が参加す
る形で「市民フォーラム」が開催された。有識
者や市民300人以上が集まる形で、北駅前広場
の計画案についてラウンドテーブルの形で議論
がなされた。

2009.06  第6回推進会議
第6回姫路駅北駅前広場整備推進会議にて、市
より改めて3案が示される。

2009.07  公開専門家WS
交通計画や都市計画の専門家を集めた公開専門
家WSがNPO法人により開催され、市提示の3
案について多角的な意見交換がなされた上で、
専門家による提言書が市へ提出された。

2009.08 レイアウト決定
市長より提言と同じく第3案で進めることを決
定し、正式な駅前広場のレイアウトが決定。

基本レイアウトの決定プロセス
2021.02  歩行者利便増進道路の指定

2018~    市による利活用スキーム検討
老舗百貨店の閉店をきっかけに、沿道事業者・行政がともに
協力しながら活用主体を形成することを模索。沿道の美観整
備を行っていた「大手前通りまちづくり協議会」という既存
組織を核に協議を進める。
2019～ 大手前みらい会議（OMK）発足
沿道事業者や地域団体が参画する形で、大手前通りのエリア
価値向上を推進する組織「大手前みらい会議（OMK）」を
立ち上げ。企画会議を重ね、利活用に向けたアイディアを議
論。
2019-20 大手前通り活用チャレンジミチミチ
市民・観光客が、大手前通りで楽しくそぞろ歩きができるよ
う、姫路の美味しいグルメやクラフトショップ等の出店や、
くつろいでもらうための櫓や茶室の設置、設えも景観を意識
した取り組みを社会実験として実施した。

大手前通り利活用検討のプロセス

★
大手前通り
ほこみち指定

行政と地元一体となった
利活用検討

★
南駅前広場
整備完了

南駅前広場
パブリックコメント

連立高架事業による駅前広場整備をきっかけに、市民を巻き込んだ計画策定や持続可能な利活用形態の検討を官民連携に
よって推進してきた。ハード整備がおおむねひと段落したのち、大手前通りのほこみちへの指定とエリアの価値向上を実現
するためのウォーカブル推進計画の策定と、歩きやすくにぎわいの生まれるまちづくりを着々と進めている。

連立高架事業を背景に駅周辺のハード整備から利活用の実践とウォーカブルの推進へ
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姫路駅周辺整備： 市民を巻き込んだ計画・整備・利活用のプロセス



ＪＲ駅ビル

バスターミナル

一般車乗降場
芝生広場

サンクンガーデン

大手前通り

24Hフルバストランジットモール

タクシープール

一般車乗降場
連絡デッキ

眺望デッキ

バス降車帯

整備後

姫路駅周辺整備： 駅前広場の整備とトランジットモールの実現
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整備前

至姫路城

・連立高架による駅前空間の拡張に合わせて、駅前広場を拡張整備。
・駅の目の前を歩行者空間として開放し、芝生広場やサンクンガーデンを中心に人々が駅前で過ごせる広場と
して、これまでとは異なる駅前広場となった。



ＪＲ駅ビル

バスターミナル

一般車乗降場
芝生広場

サンクンガーデン

大手前通り

24Hフルバストランジットモール

タクシープール

一般車乗降場

連絡デッキ

眺望デッキ

バス降車帯

整備後
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姫路駅周辺整備： 駅前広場の整備とトランジットモールの実現



姫路市 大手前通り： 歩行者利便増進道路の指定（R3年2月）

図版出典：日経クロステック https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/mag/ncr/18/00013/041500009/
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歩行者利便増進道路は、「地域を豊かにする歩行
者中心の道路空間の構築」を目指すものであり、歩
行者の安全かつ円滑な通行及び利便の増進を図り、
快適な生活環境の確保と地域の活力の創造に資する
道路を指定するものです。（次ページ参照）



7国土交通省HP 「ほこみち」リーフレット（2021.6.16版）（PDF形式） https://www.mlit.go.jp/road/hokomichi/pdf/hokomichi-leaflet.pdf



姫路市： ウォーカブル推進計画の策定 （R3年6月）

第1章 理想のシーン
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姫路市： ウォーカブル推進計画の策定 （R3年6月）

第2章 背景と目的

本計画の目指す都市のイメージ
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姫路市： ウォーカブル推進計画の策定 （R3年6月）

第3章 課題と潜在力
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姫路市： ウォーカブル推進計画の策定 （R3年6月）

第4章 実施方針

11



姫路市： ウォーカブル推進計画の策定 （R3年6月）

第4章 実施方針

推進区域の目指す姿

長期的には10の推進区域で豊かな生
活シーンが形成され、区域間の回遊
性を生むことで、中心部が歩いて楽
しい場所となることを目指します
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姫路市： ウォーカブル推進計画の策定 （R3年6月）

第5章 実現への道筋
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姫路市： ウォーカブル推進計画の策定 （R3年6月）

第5章 実現への道筋

持続可能な運用体制に向けた各セクターの役割
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（仮称）本厚木駅周辺歩いて楽しいまちづくり推進計画にいかせること（仮称）本厚木駅周辺歩いて楽しいまちづくり推進計画にいかせること

姫路市ウォーカブル推進計画－第２章－３つのステップ〔P９～10〕１

本厚木駅周辺が目指す『歩いて楽しいまち』とは何か。これまでの包括的な捉え方ではなく、歩い
て楽しいまちを構成する要素をみんなで共有し、どう行動するべきかを一人一人が理解できるよう
にすることが効果的です。

姫路市ウォーカブル推進計画－第４章－取組方針〔P11～12〕２

目指すまちの姿を実現するには、多くの人たちの理解と協力が不可欠です。特定のエリアをモデル
地区にしたり、社会実験を行うなどして、まちの変化をみんなで共有しながら、徐々にその取り組
む範囲を広げていくことが効果的です。

姫路市ウォーカブル推進計画－第５章－ウォーカブルな環境をつくるアプローチ〔P13〕３

公共空間（道路や公園、広場など）には、車や人の移動だけでなく、建物との一体的な利用で歩行
者を滞留させ、飲食や買い物などの消費行動を促す役割があります。目指すまちの姿を実現するた
め、エリアごとの課題やポテンシャルを踏まえながら交通制御の検討が必要です。

姫路市ウォーカブル推進計画－第５章－運用に向けた体制づくり〔P14〕４

まちづくりには創造力や実行力に加えて、日々変化する社会状況に即応できるスピード感が重要で
す。目指すまちの姿を実現するため、民間事業者や住民の皆様などが積極的にまちづくりに挑戦で
きるような仕組みづくりが必要です。
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